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１．山内図書館運営の基幹方針 

（１）施設の概要 

施 設 名 横浜市山内図書館 

所 在 地 横浜市青葉区あざみ野二丁目３番地の２ 

構造・規模 鉄筋コンクリート造３階建（図書館部分：２階） 

延床面積  ２,１４７平方メートル 

 

（２）指定管理者  

法 人 名 有隣堂グループ 

所 在 地 横浜市戸塚区品濃町８８１－１６ 

代 表 団 体 株式会社 有隣堂 松信 裕 

構 成 団 体 三洋装備株式会社 代表取締役社長 菅生宣昭 

指 定 期 間 平成２２年４月１日～平成２７年３月３１日 

指定管理者有隣堂グループは、「本」を専門とする株式会社有隣堂と「施設維持

管理」を専門とする三洋装備株式会社で構成しています。有隣堂は、貸出返却・登

録・レファレンス等のカウンター業務を始め、資料の管理、予約業務、自主企画事

業などの図書館運営全般を行っています。三洋装備は、山内地区センターとの共用

部分を含む建物管理や日々の清掃業務および図書取次サービスを担当しています。 

 

（３）指定管理業務の方針 

「衣・食・住・読」をコンセプトに、利用者にとって身近にあり、利用者に寄り添

い、利用者の人生を豊かにする図書館を目指します。具体的には、「地域の情報拠点」、

「知のシンクタンク」、「知のオアシス」を三本の柱とし、各事業に取り組んでいきま

す。そして、『生活密着図書館 liferary（ライフラリー）』として山内図書館を地域と

ともに活性化させて参ります。 

① 地域の情報拠点  

平成２６年４月に施行された「横浜市民の読書活動の推進に関する条例」の推進

に積極的に取り組んでいきます。これまで以上に青葉区役所をはじめとした区内の

さまざまな施設や団体、学校との連携をすすめて、読書に関する事業の展開を図っ

ていきます。あわせて、昨年度までと同様に、青葉区関連の資料を積極的に収集し

提供していきます。また、オリジナルホームページ、iPad の各地域情報コンテンツ

をアップデートしていきます。 

② 知のシンクタンク 

学習や学術的な調査への対応はもちろんのこと、生活する中で出てきた疑問も図

書館で解決できるように資料の充実や情報提供に努めます。また、図書館をより身

近に感じてもらうこと、活用してもらうことを目的として、館内ツアー、検索機の

使い方講座を開催します。 

③ 知のオアシス 

より快適な読書や調べ物ができるようにするための改善に努めていきます。パソ

コン利用席を含む館内の調べ物席を、席数を確保したうえで、使いやすいスペース

に変えていきます。 
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２．平成２６年度の振り返り 

（１）総括 

平成２６年度は５年間の指定管理期間の最終年にあたることから、山内図書館なら

ではのサービスを展開することと併せて、基幹的・発展的な図書館サービスについて

も力を注ぎました。特に蔵書管理は５年間の総括として取り組みました。 

平成２６年度は、前年度セルフモニタリングの結果、利用者からの意見、山内図書

館利用者フォーラムから得た意見、第三者機関である指定管理者選定評価委員会の指

摘を踏まえて、各事業に取り組みました。新しいサービスや自主企画事業の幅を広げ

ることを第一に図書館運営を行ってきましたが、最終年の平成２６年度は次の指定管

理運営を鑑み、管理運営体制や事業内容の精査にも力を入れました。 

また、平成２６年４月の「横浜市民の読書活動の推進に関する条例」施行にともな

い、青葉区役所地域振興課と連携して、区の地域性に応じて読書活動の推進を図るた

めに「青葉区民読書活動推進目標」を策定しました。山内図書館においても、同目標

に沿った取り組みを積極的に進めました。 

 

（２）重点目標に対する振り返り 

平成２６年度は、「図書取次サービスの強化」、「地域コミュニティの強化による地域

情報の充実」、「おもてなしサービス『山内マインド』の向上」、「民間ノウハウの活用」、

「学校連携事業の新たな展開」の５点を具体的な取り組み目標として掲げました。 

ア 図書取次サービスの強化 

地区センター等において図書取次サービスを行っていることを広く知ってもらう

ために、より一層の広報に努めました。平成２６年４月に「横浜市民の読書活動の

推進に関する条例」が施行され、青葉区役所等と共に読書活動を推進していく中で、

区役所にも広報の協力をあおぎました。区役所に図書取次のチラシを常置してもら

い、転入者には必ず渡してもらうようにしました。 

また、山内図書館において新規登録の手続きをした利用者に対しては、近くの図

書取次施設とサービスの説明をしました。 

図書館と各図書取次施設とのコミュニケーションを円滑に図ることが大きな課題

となっていたので、「図書取次サービス事業実務担当者連絡会」が有効な意見交換の

場となるように、各施設を訪問して事前調査などを行いました。 

イ 地域コミュニティの強化による地域情報の充実 

平成２６年４月に「横浜市民の読書活動の推進に関する条例」が施行となったこ

とを受け、青葉区役所をはじめとする区内のさまざまな施設や団体、学校との連携

を図り、積極的に読書活動の推進に取り組みました。青葉区役所が設置した「青葉

区民読書活動推進会議」および「青葉区民読書活動推進会議ワーキンググループ会

議」に参加し、平成２６年度は「青葉区民読書活動推進目標」を策定しました。 

また、平成２５年に引き続き、青葉区６大学連携事業生涯学習講座「山内ライブ

ラリーカレッジ」を開催しました。平成２６年度は、桐蔭横浜大学、カリタス短期

大学と連携しました。 

青葉区は平成２６年が区制２０周年にあたることから、２０周年に際して発行さ

れた資料を区役所と連携して収集しました。また、平成２６年は指定管理者運営の

最終年にあたることから、５年間の地域資料および地域情報収集の見直しを行いま

した。 
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ウ おもてなしサービス「山内マインド」の向上 

スタッフ全員を対象に接遇研修を実施し、声をかけやすい雰囲気づくりと利用者

への目配り・気配りができるように教育しました。平成２６年度は、クレーム対応

研修も行っています。また、障がい者の就労支援を行っている専門家を講師に招き、

さまざまな利用者への理解を深めるために話をしていただきました。アルバイトス

タッフに対しては、図書館システム・業務手順・資料検索の研修を行い、スキルの

向上を図りました。 

エ 民間ノウハウの活用 

事業を展開するにあたり、書店のノウハウを活用しました。 

書店での開催が先行していた「ビブリオバトル」を図書館で２回開催しました。

１回目はワークショップ形式とし、おすすめ本の発表を参加者全員に体験してもら

う形をとりました。２回目はビブリオバトルと対談との組み合わせで行いました。

前半に「まち」をテーマとしたビブリオバトルを行い、後半に『未来の図書館、は

じめませんか？』（岡本真・森旭彦著／青弓社）の刊行記念対談を開催しました。前

半のビブリオバトルには同書の著者や編集者もバトラーとして参加しました。 

また、出版社に協力を仰ぎ「トリックアート」の展示および工作講座を開催しま

した。その他、本の構造を学ぶことをテーマにした「やまちゃんキッズクラブ」で

は、出版社に絵本のカバーを提供してもらいバッグを製作しました。 

また、絵本原画の複製を出版社から借りて展示を行い、関連グッズを山内堂で販

売しました。 

オ 学校連携事業の新たな展開 

教育委員会事務局指導企画課および中央図書館サービス課の支援計画の下、学校

司書への支援を積極的にすすめました。平成２２～２５年度に学校図書館ボランテ

ィアを対象として開催した修理・製本、読み聞かせ、環境整備に関する講座の対象

を学校司書にも広げました。「ボランティア相談日」の講座名称は、「学校図書館相

談日」に改め、会場も山内図書館だけではなく、各地区センター等でも開催しまし

た。これにより、各地区センター等付近の学校関係者が参加しやすい環境を整えま

した。 

 

（３）各種業務実施状況 

ア 図書館運営 

（ア） コンプライアンスの遵守および個人情報保護の徹底 

法令・要綱・手順書などに沿って業務を遂行することができました。個人情報

保護研修は年に２回実施し、個人情報保護の徹底を図りました。また、コンプラ

イアンスの研修を行い、法令の遵守やモラルの向上に努めました。コンプライア

ンスに関する問題や個人情報の取り扱いについては、職員会議、アルバイト全体

ミーティングの場などで問題提起し、情報を共有するとともに改善策を話し合い

ました。 

（イ） 人員配置 

館長、副館長を始め、職員１２名、アルバイトスタッフ２６名（フロアスタッ

フ２２名、内勤スタッフ３名 学校連携担当１名）の合計３８名体制で運営しま

した。 

（ウ） 人材の育成と登用 

平成２６年度も職員とアルバイトスタッフが一丸となって図書館運営にあたり
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ました。職員は、各担当の専門性を伸ばすことを目的とした研修に参加しました。

新人アルバイトスタッフに対しては、登録・予約の受け付け方の研修を実施して

います。接遇研修は、職員・アルバイト全員を対象とした「クレーム対応」研修

を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （エ）研修実績 

時期 受講者 タイトル 開催場所 

4 月 職員・アルバイト コンプライアンス研修 山内図書館 

職員・アルバイト 個人情報研修 山内図書館 

 

5 月 

職員 ビブリオバトル見学 川崎市立中原図書館 

職員・アルバイト クレーム対応研修 山内図書館 

職員 修理研修 中央図書館 

職員（一般担当） 一般書誌研修 中央図書館 

職員（児童担当） 読み聞かせ・わらべうた研修 中央図書館 

職員（一般担当） 資料選定研修 中央図書館 

職員 神奈川県図書館協会研修 国会図書館 

7 月 職員 県立図書館基礎研修 座間市立図書館 

職員 県立図書館基礎研修 神奈川県立図書館 

職員 神奈川県図書館協会 東京子ども図書館 

8 月 職員 県立図書館生涯学習指導者研修 神奈川県民ホールほか 

9 月 職員 神奈川県図書館協会研修・高齢者サー

ビス実務研修 

鎌倉市中央図書館 

職員・アルバイト 地区センターとの合同防災訓練 山内地区センター・図書館 

10 月 職員 県立図書館地域資料研修 神奈川近代文学館 

職員 県立図書館専門研修（図書館経営） 神奈川県ライトセンター 

職員 チラシのつくり方 神奈川県立かながわ労働プラザ 

中央図書館

有隣堂グループ 館長

利用者フォーラム 　

副館長 各種活動団体

資料管理主任 図書取次担当
予約
・図書取次サービス主任

利用者サービス
・自主企画事業主任

システム副主任 児童サービス副主任 一般サービス副主任

学校連携担当 児童サービス担当 児童サービス担当 一般サービス担当

　 　

アルバイトスタッフ　
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11 月 職員 神奈川県図書館協会研修（大学図書館

見学） 

明治大学図書館和泉図書館 

職員 県立図書館地域資料研修 神奈川県立図書館 

職員・アルバイト 個人情報研修 山内図書館 

12 月 職員・アルバイト 防災訓練 山内図書館 

職員・アルバイト 人権研修 山内図書館 

1 月 職員 接遇研修 中央図書館 

職員・アルバイト コンプライアンス研修 山内図書館 

2 月 職員・アルバイト 防災訓練 山内図書館 

職員 レファレンスフォローアップ研修 中央図書館 

職員 シニア絵本読み聞かせ講座 中央図書館 

3 月 職員 デジタル化資料活用セミナー 国立国会図書館 

  

（オ）広報 

a 図書館だより「親子で読める図書館だより」 

図書館だよりを年４回季刊で発行し（年間総数１,６００部）、館内と図書取次

施設で配布しました。青葉区役所や青葉区区民活動支援センターの出張窓口、地

区センターまつり等、図書館外を会場として行ったイベントでも積極的に配布し、

非来館者へのＰＲに努めました。 

また、作家の講演会では、約１５０名の参加者へ図書館だよりを配布しました。

講演会終了後の３月号は特集号として開催レポートを掲載し、参加できなかった

方へ向けた図書館イベントのＰＲを行いました。 

ｂ 青葉区役所との連携 

青葉区に転入してきた区民に配布する「情報の福袋」に、図書取次サービスの

ちらしを組み込んでもらうことにより、図書館の認知度向上に努めました。 

ｃ 地域情報誌との連携 

青葉区・都筑区の地域情報誌である「ひろたりあん通信」（月１回発行：廣田

新聞店）、「タウンニュース青葉区版」（週１回発行：タウンニュース社）へ事前

にイベント情報を提供し、随時、記事を書いてもらえるよう連携を深めました。

「ひろたりあん通信」には９回、「タウンニュース」には５回掲載されました。 

ｄ 図書館キャラクターのＰＲ 

山内図書館のキャラクターであるやまちゃんのシールを作成し、館内で配布し

ました。毎月、絵柄を変えて季節感を出すよう工夫し、シールを楽しみに来る利

用者の来館促進につなげ、図書館キャラクターを周知しました。 

（カ） 情報公開 

情報公開については、「横浜市山内図書館情報公開規程」により情報公開のニー

ズに備えましたが、開示請求はありませんでした。 

 

イ 基幹的なサービス 

（ア） 資料収集・管理業務 

「横浜市立図書館資料収集方針」、「横浜市立図書館資料収集基準」および「横

浜市山内図書館年間資料収集計画」に則り、地域性・利用者ニーズに即した資料

の収集に努めました。年間資料収集計画における平成２６年度の重点収集目標は、
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「子育て支援」「高齢者支援」「就労支援」「医療・健康」「自主企画事業で反響の

多かったジャンルの補強」の５項目でした。資料の重点収集目標を達成するため

に書誌データをファイリングして管理し、目標数値以上の冊数を購入することが

できました。また、選書の際には、新聞等の書評および有隣堂のベストセラーリ

ストを参考とし、選書の幅を広げることができました。 

（イ） 団体貸出 

  横浜市立図書館の中では、６館が団体貸出業務を行っています。山内図書館の

平成２６年度の登録団体数は、７０団体と６館中最多となっており、各団体の内

訳は地域・家庭文庫が２４団体、学童施設が１７団体、幼稚園・保育園が１４団

体、子育て支援施設が９団体、高齢者入居施設が３団体、その他３団体となって

います。図書の貸出し冊数は、一般書４,７１４冊、児童書２５,３４１冊、合計

３０,０５５冊を貸出し、平成２５年度より１,０７４冊、前年度比４％増となり

ました。 

また６月に開催した「団体貸出利用団体連絡会」において、１３団体１４名に

ご出席いただき、平成２６年度の運営方針を報告するとともに、各団体より寄せ

られた意見や疑問点などに回答をしました。 

  また、「団体貸出利用団体連絡会」において、寄せられる意見の内、団体貸出向

け講座を望む声が、例年多数あったため、平成２５年度に講座開催希望のアンケ

ートを実施。講座内容として要望の高かった「簡易修理講座」を２月に開催し、

１１団体１１名にご参加いただきました。 

 

ウ 発展的なサービス 

（ア） 自主企画事業 

平成２６年度は青葉区民読書活動推進目標が策定され、目標に基づいた事業を

区と連携して実施しました。具体的には、区内６大学による生涯学習講座や著名

作家の講演会、ビブリオバトルの体験講座を開催しました。また、参加数が安定

している事業の継続実施や需要の高い事業の回数を増やす等、市民が必要とする

事業は何かを念頭に置きながら、読書推進と情報提供に努めました。 

 

 

■自主企画の事業内容（抜粋） 

 

 事業名 概要 連携先 26 年度開催 参加人数 

継
続
事
業 

定例おはなし会 乳幼児向けと３歳以上

１人でお話を聞ける子

ども向け 

虹の部屋（山内図

書館おはなしボ

ランティア） 

７２回 大人７４７人 

子ども 

８６９人 

春の読書週間 

おはなし会 

３歳以上１人でお話を

聞ける子ども向け 

虹の部屋 ２回 大人２３人 

子ども３２人 

はまっこ読書の

日おはなし会 

３歳以上１人でお話を

聞ける子ども向け 

虹の部屋 ２回 大人１０人 

子ども１８人 

大人のための 

おはなし会 

大人が対象。毎回、テ

ーマを設け開催 

虹の部屋 ３回 大人１０３人 
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継
続
事
業 

やまうち図書館 

夏のおはなし祭

り 

１０時から２０時ま

で、１日中お話会を開

催 

地域のおはなし

ボランティア、福

祉施設 

１回 大人３６４人 

子ども 

４２９人 

ふるさと青葉の

紙芝居 

青葉区に伝わる伝説・

民話を基にした創作紙

芝居の公演 

あおば紙芝居一

座 

４回 大人７４人 

子ども６４人 

青葉区いろはカ

ルタ大会 

青葉区の歴史・自然・

文化・暮らしを織り込

んだカルタ取り大会 

まっぴい青葉の

街 

１回 子ども９人 

やまちゃんキッ

ズクラブ 

小・中学生の山内図書

館サポーターづくり 

 ２回 子ども８人 

小学生のための

調べ方講座 

小学４～６年生生対象 ポプラ社 １回 子ども８人 

小学生夏休み 

１日図書館員 

小学１～４年生対象  ２回 子ども３３人 

郷土講座・展示

「牛込の獅子

舞」 

青葉区に伝わる「牛込

の獅子舞」の講座と見

学ほか 

郷土史家 

 横溝潔氏 

牛込獅子保存会 

１回 大人１０人 

マネー（資産運

用入門）講座 

金融に関する知識を磨

き、将来設計を考える

講座 

神奈川県金融広

報協会 

２回 大人３４人 

こどもを育てる

あそびとおはな

し！“おはなし

ごっこ０１２ 

０、１、２歳児と保護

者に向けた読み聞か

せ、手遊び、わらべう

たの紹介と親同士の交

流の場づくり 

NPO 語り手たちの

会“おはなしごっ

こ０１２”チーム

よこはま 

１２回 

（全６回×

２期） 

大人１４２人 

子ども１４２

人 

本の病院～大切

な本をよみがえ

らせよう～ 

利用者の愛蔵本を修理 山内図書館修理

ボランティア「リ

ペア一期の会」 

１回 大人９人 

子ども６人 

ボランティア

１０人参加 

大人のための調

べ方講座 初級

編 

館内の本の並び方(分

類)と検索機の使い方

を学ぶ講座 

 ３回 

 

大人 

26
年
度
新
規
開
催
事
業 

 
 

体験！ビブリオ

バトルin山内図

書館 

全員参加型のビブリオ

バトル入門講座（読書

活動推進事業） 

 １回 大人１９人 

子ども１人 

青葉区６大学連

携事業 

山内ライブラリ

ーカレッジ 

青葉区内の大学と連携

した生涯学習講座 

青葉区・桐蔭横浜

大学・カリタス女

子短期大学 

２回（２大

学各１回） 

大人４３人 

ブック＆クッキ

ングでわくわく

クリスマス☆ 

クリスマスにちなんだ

ブックトークとお菓子

づくり 

山内地区センタ

ー 

１回 子ども１６人 
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26
年
度
新
規
開
催
事
業 

柚木麻子トーク

ショー 

人気作家・柚木麻子氏

の講演会 

青葉区（読書活動

推進事業） 

１回 １４８人（中

学生以上） 

絵本「バムとケ

ロ」複製画展 

出版社所有のバムとケ

ロ複製画１５点を展

示。 

株式会社文溪堂 １回  

トリックアート

工作会～エイム

ズの部屋を作ろ

う～ 

出版社から講師を招い

て錯視を利用した工作

を紹介。関連本や美術、

工作本を展示。 

株式会社あかね

書房 

１回 子ども３６人 

 

（イ） レファレンス 

 参考図書などを参照してもすぐに答えが出ないレファレンスについては、記録

を残し職員での情報の共有化を図っています。質問を受けることの多い郷土関係

のレファレンスについても情報の集約に努めています。 

また、オンラインデータベースも活用し効率的に情報を収集しました。 

【商用データベース利用件数】 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

聞蔵Ⅱビジュアル 2 6 5 5 14 11 7 5 7 6 5 11 84 

日経テレコン２１ 1 2 1 4 4 1 0 0 0 1 2 5 21 

官報 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 4 

法情報 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 3 

ポプラディア 0 1 0 2 3 1 0 0 0 1 0 0 8 

ヨミダス歴史館 1 6 5 4 9 6 6 5 4 4 3 6 59 

合計 4 15 11 15 30 19 13 10 13 13 11 25 179 

 

所蔵調査は、口頭および電話で年間１１,１３３件、事項調査は口頭および電話

で年間１,５９５件受けました。県内の相互貸借資料では補えない調査研究を行う

利用者の求めに応じて、県外の図書館や国会図書館への相互貸借を依頼し、資料

の提供を行いました。継続的に貴重書の閲覧を希望する利用者もあり、随時大学

図書館への紹介状を発行し、利用を支援しています。 

また、昨年開催し、好評を得た大人向けの調べ方講座の回数を増やしました。

利用者自身で検索し、探している資料が見つけられるように本の配列、検索機の

使い方などについて説明しました。 

 

（ウ）学校連携事業 

ａ 児童・生徒向け学習支援 

（ａ）図書館見学・まちたんけん・来館調べ学習・インタビュー 

図書館見学や調べ学習で訪れた小中学生に、必要に応じて「山内図書館の

はなし２０１４年版」、「図書館で調べてみよう！」を作成し、配付しました

（７７件７７５人）。 

（ｂ）職業体験生の受入れ、訪問職業講話 

中学生および高校生の職業体験生、ボランティア体験生を受け入れました
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（１４件５１人）。また、学校を訪問し、職業講話を行いました（１校１８人）。 

（ｃ） 訪問ブックトーク・読み聞かせ 

小・中学校に訪問し、児童・生徒向けにブックトークを行いました（７件

３０２人）。 

     （ｄ）児童の本の紹介ポスターを図書館で展示し、紹介された本の貸出を行い

ました（１校３０人）。 

     （ e ）山内図書館学校連携テーマ展示において、小・中学校図書委員作成の「図

書館だより」および「おすすめ本の紹介ポップ」を展示しました（５校）。 

ｂ 教職員向け支援 

（ａ）教職員向け研修会で講師を務める 

青葉区小学校図書館教育研究会の学習会にてブックトークについての講座

講師を務めました。 

（ｂ）「学校図書館の選書に役立つ本の展示」 

山内図書館集会室で６月に４日間開催しました。横浜市立図書館所蔵の本

の中から、最近３年間に刊行された調べ学習に役立つ本（約８００冊）と横

浜市立図書館のホームページで紹介された本、優良図書展示本（有隣堂協力）

を展示し、展示本リストを配付しました。また、来館の先生方、学校司書、

ボランティアの選書相談に応じました（１３校）。 

（ｃ）教職員向け貸出、セット貸出 

教職員向け貸出、セット貸出の広報に務め、相談に応じながら、貸出サー

ビスを行いました（延べ１６６件、４,１６１冊）。 

（ｄ）「学校や家庭で役立つ製本講座」の開催（土曜講座・全２回） 

教職員、ボランティア向けに土曜日午前に製本講座を行いました（９校、

延べ２６人）。 

（ e ）学校図書館の環境整備相談 

専任の学校連携担当者が学校の要請に応じて、小・中学校図書室の環境整

備相談（図書室のレイアウト、除籍本選定など）のため訪問支援を行いまし

た（１７件、７２人）。 

（ f ）学校図書館運営情報の更新 

年度はじめに「学校支援のためのアンケート」の回答を各校にお願いし、

回答をいただいた学校については、小中学校図書館の状況をまとめた「学校

図書館運営情報（訪問支援記録、図書の分類・配架状況などを蓄積）」を更新

しました。 

（ｇ）学校司書への支援 

学校司書交流会で、山内図書館の学校支援プログラムについて説明をしま

した。その後学校司書からの相談に（訪問、来館、電話など）対応しました

（２２件）。 

c ボランティア向け支援 

（ａ）訪問相談、訪問講座の開催 

学校連携担当者が青葉区の小中学校を訪問して、図書室の環境整備活動に      

関する相談に応じ、ボランティア向けに講習を行いました（９件）。 

（ｂ）支援講座の開催 

図書館主催講座として、図書館や地区センターを会場に、学校図書館ボラ
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ンティア向けの各種講座（「小学校での読み聞かせ講座」、「図書整理基本のき」、

「修理のための製本講座」）学校図書館相談日：読み聞かせ・本の修理ステッ

プアップ講座を開催しました（延べ２６３人）。また、地域のボランティアが

主催する「ボランティアフェスタ」に、山内図書館学校支援ブースを出展、

各種関連資料を配付しました。また出張製本講座を行いました。 

（ｄ）学校図書ボランティア活動展示と交流会の開催 

図書館展示コーナーで、学校図書館ボランティアの活動紹介展示を行い、

図書ボランティア交流会を開催しました（１０校）。 

（エ）市民および関係機関等との協働・連携による事業 

市民や地域団体、関係機関等との協働により下記の事業を実施しました。 

（ ）内は連携・協力先。 

ａ 地域再発見～青葉区の獅子舞（郷土史家、獅子舞保存会） 

ｂ ふるさと青葉の紙芝居（地域団体） 

ｃ 青葉６大学連携事業「山内ライブラリーカレッジ」（区内大学、区役所） 

ｄ 夏のおはなし祭り（地域のおはなしボランティア、地域の福祉団体） 

ｅ 青葉おはなしフェスティバル（青葉おはなしフェスティバル実行委員会） 

ｆ 展示：認知症予防パネル展・介護予防パネル展（青葉区福祉保健センター） 

ｇ 横浜市立大学連携生涯学習講座（横浜市立大学） 

ｈ 作家柚木麻子トークショー（区役所） 

ｉ 出張製本講座（区内地区センター） 

ｊ 地区センターまつり出展（区内地区センター、区民交流センター） 

ｋ 地球温暖化防止タペストリー展示（横浜市温暖化対冊統括本部） 

ｌ 展示：絵本「バムとケロ」複製画展（文溪堂） 

ｍ 展示：横浜ＦＣと愉しむサッカーライフ（横浜フリエスポーツクラブ） 

ｎ おはなしごっこ０１２（ＮＰＯ法人） 

ｏ マネー講座（神奈川県金融広報委員会） 

ｐ 小学生のための調べ方講座（ポプラ社） 

ｑ ブックトークとクッキング講座（区内地区センター） 

ｒ 展示と講座：トリックアートの世界・工作会（あかね書房） 

ｓ 本の病院～大切な本をよみがえらせよう（修理ボランティア） 

ｔ 体験ビブリオバトル講座（ビブリオバトル普及委員会） 

（オ）利用者ニーズの把握 

ａ 利用者の声 

カウンターや電話で利用者からいただいたご意見は、「利用者の声」シートへ

記録し、週１回の職員会議で情報共有しました。好事例と改善の必要なものに

分けて取り上げ、後者については改善策を話し合い、実行に移しました。 

ｂ 山内図書館利用者満足度調査 

利用者満足度調査を、平成２７年３月１０日（火）、１１日（水）、１４日（土）、

１５日（日）の４日間で実施しました。９００部を配布し、６１８部回収（回

収率６８.７％）しました。 

（ａ）アンケートの概要 

山内図書館の全体的な満足度に対しては、約９１％の人から満足している

との回答が得られました。満足の理由として、「全体的な雰囲気・過ごしやす

さ」「職員（スタッフ）」をあげられた回答が多くなっています。 
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（ｂ）アンケートからの声（抜粋） 

・本、雑誌の種類を増やしてほしい 

・新刊書を増やしてほしい  

・席の数を増やしてほしい 

・カフェコーナーや飲食できるスペースがほしい 

・駐車・駐輪台数を増やしてほしい 

・土日の開館時間を長くしてほしい 

（ｃ）山内図書館の取り組みに対する評価 

「託児サービス」、「メールマガジン」、「無線 LAN」、「有料宅配」、「図書取

次」の５項目について「良い」、「やや良い」という回答が９割を越えました。

「メールマガジン」と「無線 LAN」は男性よりも女性の評価がやや高く、ま

た２０代に高く評価されています。 

ｃ イベント時のアンケート 

事業ごとにアンケートを実施しました。改善の要請があがっているものにつ

いては、次回以降の事業で活かすようにしました。また、どのような企画を希

望しているかも質問し、立案につなげるようにしました。 

ｄ 利用者フォーラムの開催 

「山内図書館利用者フォーラム」を６月と２月に開催し、図書館運営につい

ての意見を得ました。非来館者へのＰＲの必要性や、各地区センター等の図書

貸出施設との情報交換について意見が出ました。 

（カ）図書取次サービス事業 

ａ 地区センター等との連携の強化 

利用者サービスを円滑に行うため、５月に図書取次サービス事業実務担当者

連絡会を開催しました。取次先の担当責任者はほとんど異動がないため、互い

に気安く連絡し相談し合える良好な関係を継続しています。 

１２月には青葉台コミュニティハウスとの共催で本の修理講座を行いました。

共催で講座を行うことにより、コミュニティハウスの活動を支援すると共に更

なる連携の強化につながりました。 

ｂ 駅返却ポストの各種対応 

夏休みや正月明けの繁忙期には、駅返却ポストの巡回回数を増やし、満杯で

返却できないという問題を解消し、利用者にとっての利便性の向上に努めまし

た。 

 

（キ）障がい者サービスの利便性向上 

平成２６年度は、平成２４年度に設置したデイジー再生録音機の影響もあり、

デイジー以外の再生録音機に対する問い合せが増えました。また、障がい者サー

0

5,000

10,000

15,000

20,000
（単位：冊） 

返却ポスト回収数 
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ビスに対する問い合わせも増えました。 

（ク）ホームページ、電子媒体を使用した情報発信 

ａ ホームページ 

ホームページのアクセス数は、平成２５年度１４６,４５２件のものが、平成

２６年度は１８６,８０５件となっており、前年比２８％増となっています。 

通常のホームページとともに、スマートフォン用のホームページも随時更新

し、双方の情報にタイムラグがないよう努めました。スマートフォン用では、

小型端末でも見やすいよう改行などに注意し、幅広い層に向けた利用しやすい

ホームページの構築に努めました。 

ｂ ツイッター 

開館時間や休館日の案内を行うとともに、ツイッターの即時性を活かして、

職業体験や講座の最中にイベントの実況中継を行いました。 

ｃ ブログ「やまちゃんのホッとブログ」 

（ａ） やまちゃんの館内レポート 

休館日の案内、図書館からのお知らせ、イベントの告知に加えて、日々の

館内の様子をやまちゃんがレポートしました。 

（ｂ） 臨場感の演出 

イベント開催後には写真つきの開催レポートを掲載し、ブログを見た人に

も当日の臨場感が味わえるよう工夫しました。 

（ｃ） おすすめの本の紹介 

季節やその日の天気、タイムリーな話題に関する本等を随時紹介しました。 

（ｄ） 旬の情報を届ける 

年初にはやまちゃんだけではなく、干支の羊のぬいぐるみを登場させ、館

内をレポート。常にブログに新鮮さを保つよう努めています。 

ｄ メールマガジン「山内図書館丘のたより」 

開館時間や休館日、各イベント案内や図書館からの重要なお知らせなどを月

に２回配信しました。また、メールマガジン読者にしか読むことのできない特

典として、図書館員のコラムや本の紹介を行っています。 

 

エ 民間ノウハウを生かした取り組み 

（ア） 利用登録の出張窓口設置 

平成２７年３月２４日（火）と２５日(水)の２日間、青葉区役所に出張登録窓

口を設けました。山内図書館の職員およびアルバイトスタッフの柔軟な人員配置

により、区内に転入してくる人の図書館利用者登録に便宜をはかるとともに、図

書館について周知することができました（登録数２６人、利用案内３３人）。 

１１月２３日（日）に開催された区民交流センターまつりの際にも出張して図

書館の相談窓口を設け、利用者登録を行いました（登録数１１人）。 

（イ）案内係の設置 

人員の配置を柔軟に行い、案内係を入口付近に配置しました。図書館が一番混

雑する土曜・日曜・祝日の午後に配置し、窓口や書架案内をするとともに、検索

機の使い方などについての説明を行いました。 

（ウ）託児サービス「やまちゃんひろば」 

平成２５年度に引き続き、区内で活動している保育団体に託児を依頼し、図書

館内で有料の託児サービスを実施しました。「幼い子どもがいると図書館の利用は
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難しい」とあきらめていた子育て世代から好評を博しています（アンケート満足

度９４.０％、特に３０～３９歳の満足度は９７％と高い）。 

（エ）柚木麻子トークショー「読むよろこび 書く楽しみ」 

青葉区役所との共催により、作家柚木麻子氏のトークショーを開催しました。

読書活動推進事業の一環として、若年層を主な対象として企画しました（アンケ

ート満足度９８.７％）。出版社と書店の連携を活用して、作家への依頼にあたり

ました。 

（オ）ＮＰＯ団体との協働による講座の開催 

乳幼児とその保護者を対象にし、読み聞かせやわらべ歌に親しんでもらい、親

同士の交流を図ること目的にした講座「おはなしごっこ０１２」を、ＮＰＯ団体

との協働により開催しています。月 1 回全６回の講座で、１回に１５組参加を受

け付けています。平成２６年度も前期と後期で開催しましたが、どちらも申し込

みが多く抽選となりました。山内図書館は企画のコンサルティングや実施の補助

を担当しています。 

（カ）出版社との連携による企画展示 

株式会社文溪堂所有の「バムとケロのさむいあさ」より複製画１５点と、同シ

リーズの図書５作品を館内閲覧用として展示しました。初版より２０周年を迎え

た著名な絵本の複製画を展示する事により、子どものみならず、大人でも楽しめ

る児童書を紹介し、非来館者の来館・貸出につなげることができました。 

 

オ 施設の保守・管理 

（ア）施設の管理 

業務内容 達成結果 

建築・設備の保守管理 

概ね適切な維持管理を行いました（別紙１）。 

建築設備点検の報告において是正すべきと指摘のあ

った点については、適切な修繕対応をしました。 

①受水槽電極棒の老朽化による折損 

 修繕計画を立て修繕を行いました。         

②電気室、換気扇修繕工事 

電気室、換気扇より異音が発生しているところを

巡回中に発見。修繕を行いました。 

③ LED 化 

正面玄関と線路側の風除室の白熱電球を LED に切

り換えました。 

④タイルの補修工事 

正面坂タイル剥がれ、利用者が躓いて転びそうに

なったことを受け、タイルの補修工事を行いました。 

警備業務 

防犯、安全管理の為、警備会社に委託し、夜間等保

安警備業務を行いました。巡回チェックリストに基

づき１日３回巡回しました。 

清掃・環境衛生管理 

概ね適切な維持管理を行いました。 

トイレの仕上げ、巡回清掃に重点をおき、美観を保

ちました。 
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（イ）危機管理および災害対策 

平成２６年度は防災訓練を２回行いました。そのうちの１回は、併設の地区セ

ンターと合同で火災を想定した避難訓練を実施しました。青葉区の元石川消防署

長の防火講和を聴講し、消火器および消火栓の使用訓練を行いました。 

また、図書館職員による館内巡視に加え、施設管理担当者が１日３回巡視を行

いました。トイレ入り口が奥まって死角になっていることから、巡視を強化する

とともに防犯掲示を設置しました。 

 

３．指定管理期間（平成２２年度～２６年度）の総括 

有隣堂グループは、指定管理者としての指定期間である５年間を、階段を一段ずつ

登るようにステップアップしてきました。 

平成２２年度は、山内図書館が築き上げてきた図書館サービスを継承するための基

盤を整備しました。 

平成２３年度は、初年度で捉えたニーズを基に利用者の利便性を追求し、「まっぴい 

青葉の街」と連携した『青葉区いろはカルタ』ホームページ版の作成や青葉区学校図

書館カルテの作成などの新しいサービスを実施しました。 

平成２４年度は、開館３５周年を迎える節目の年として、「地域と共に歩み続ける山

内図書館」運営の実現に向け、自主企画事業をはじめとするサービスの充実を図ると

ともに『平成２２年度横浜市山内図書館指定管理者運営評価報告書』、『平成２３年度

横浜市山内図書館指定管理者管理業務評価報告書』における指摘事項を受け運営に反

映しました。 

平成２５年度は３年間で耕した実績をふまえ、有隣堂グループとしてのカラーを発

揮し民間ノウハウの活用に重点を置きました。また、３年間で構築した関連機関との

信頼関係の下で、託児サービスなどの新サービスや自主企画事業をより発展させるこ

とができました。 

平成２６年度は、「横浜市民の読書活動の推進に関する条例」が施行になり、図書館

以外の青葉区の機関や人との連携を積極的に進めることができました。また、指定管

理期間最終年にあたっていたことから、除籍や寄贈書の整理、郷土資料収集等を含む

資料管理にも力を入れました。文書管理や電子ファイルの整理も全体的に行いました。 

有隣堂グループは、業務要求水準書にあるサービス展開の位置づけのとおり、「地域

図書館としての基幹的な図書館サービス」である横浜市立図書館のサービスを継承し、

１８館のネットワークの中で他の地域図書館と同水準のサービスを展開できるよう努

めました。また、「一層の充実・推進を図るサービス」として、おはなし会を発展させ

た夏のおはなし祭りの開催や地域の団体と連携した「青葉紙芝居」の電子化等を行い

ました。新たな自主企画事業では、書店ノウハウを活用したビブリオバトルの開催や

出版社との協働による工作会や複製画展示などを実施しました。 

このように基礎を固め、これまでの事業を発展させ、さらに民間ノウハウを活用し

た取り組みを行っています。平成２７年度からも引き続き指定管理者として運営を行

うことになり、今後も、図書館のみならず青葉区全体の読書活動推進を行うとともに、

利用者がより快適に図書館で過ごせるように展開していきたいと思っています。 
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４．決算 

 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

備   考
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

電気年次点検 ○ 年１回 1 ２月
●21
２5年分 ●１６

電気設備点検 ○ 月1回 12 毎月 ●21 ●12 ●２ ●4 ●1 ●5 ●3 ●7 ●12 ●9 ●16 ●6

非常用発電機保守点検 ○ 年２回定期点検 2 6・12月 ●９機器 ●１５総合 ２７年度以降更新予定

蓄電池設備点検 年２回定期点検 2 4・10月 ●24 ●1

熱源機器保守点検（発生機他） 各機能点検 4 4～１月 ●2426 ●6
●30.31
切替

●9
暖中

空調設備保守点検 各機能点検 2 5～1月 ●19.20 ●17

放送設備点検 （一般放送） 各機能点検 1 6月 ●１６ ●15

○ 各機能点検 2 6・12月 ●１６ ●15

電話交換機点検 各機能点検 12 毎月 ●11 ●１３ ●１４ ●１0
●10
●18

●14 ●15 ●14 ●15
●15
●13

●12 ●15 NTT東日本年２回

冷却塔他管理 ○ 各機能点検 5 5～11月
●12
■12wx ■16wx ■22wx

●7
■6wx

■ｗｘ
10.

●C28
■28

Ｓ・薬補・C洗浄・w採水・
 wx・冷却水

建築設備維持管理 （内外部） 毎日点検 毎月 毎月 ●２３ ●２４ ●２８ ●27 ●30 ●28 ●28 ●30 ●21 ●28 ●28 ●29

ばい煙測定業務 ○ 排ガス測定 2 ９・２月 ●22 ●4

植栽剪定・草刈・ 消毒 除草工 2 ６・８月 ●１６ ●１８ 別途消毒６月、８月

受水槽・高架水槽清掃 ○ タンク内洗浄 1 ９月 ●16

飲料水水質検査 （流し） ○ 水質検査 27項目 1 ９月 ●19流 ２７項目

冷水器水質検査 △ 水質検査 10項目 2 ９.３月 ●19冷 ●17流 10項目

冷水器定期清掃 △ 各機能点検 6 ４～２月 ●21 ●１６ ●25
●14図
●20地

●15 ●16

レジオネラ
加湿機

○ 水質検査
2
2

5～11月
12～4月

●１２
scw
冷ｗ

●7s
冷w

●w18 ●w28 10
● P 加
AHU加

●24
P3

冷却塔・PAC加湿器
AHU　加湿機

空気環境測定 ○ 定期点検 6 ４～２月 ●11 ●１２ ●14 ●15 ●10 ●17

害虫駆除 ○ 定期点検 12 毎月 ●24 ●22 ●26 ●24 ●21 ●25 ●22 ●27 ●25 ●22 ●26 ●26

排水槽清掃 ○ 槽内洗浄 2 ９・３月 ●4 ●23
グリ

湧水槽清掃 ○ 槽内洗浄 2 ９・３月 ●4 ●23

蓄熱槽清掃 槽内洗浄 1 １０月 ●22

建築物衛生管理 （水回り） ○ 毎月１回 12 毎月 ●3 ●3 ●５ ●5 ●4 ●4 ●5 ●2 ●3 ●6 ●3 ●3

消防設備点検 ○ 定期点検 2 6・12月 ●１６ ●15 27年１月提出

昇降機点検 ○ 各機能点検 12 毎月 ●17 ●22 ●16 ●17 ●19 ●18 ●14 ●20 ●17 ●13 ●12 ●13

自動ドア点検 各機能点検 4 ５～２月 ●１９ ●18 ●17 ●16

建築物点検 ○ ３年１回随時 3年/1 27年/11月

建築設備点検 （本社担当） ○ 年１回 1 11月 ●17

定期清掃A｛地区｝
定期清掃床洗浄
ワックス 12 毎月 ●21 ●19. ●１６ ●22 ●18 ●16 ●20 ●17 ●15 ●19 ●16 ●16

定期清掃{地区｝B/｛図書館｝B
定期清掃床洗浄
ワックス 6 ５～３月 ●7 ●22 ●16 ●25 ●13 ●16

窓ガラス清掃 全館ガラス清掃 2 ９。３月 ●16 ●16

照明器具清掃 清掃 3 11・12・月 ●地17 ●図15

ブラインド清掃 清掃 2 10・12月 ●14 ●地15

日常清掃 清掃 毎日 毎日 ●1-30 ●1-31 ●6-30 ●1-31
●1-30
×雑草

●1-30
×雑草

●1-31 ●１-３０ ●1-31 ●1-31 ●1-28 ●1-31

建物セキュリティ 年1回 ●23

図書返却ポスト 年1回 ●24

○印は法令適用、△印は横浜市健康福祉局の指導。

平成２７年平成２６年

機械警備

伊藤伊

年回数

そ
の
他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年度山内図書館 建築・設備の保守管理実施表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙１

清
掃
等

1.2.3.階

冷却塔

電
気
・
機
械
設
備

衛
生
管
理

建
物
等

ガス監視装置点検　(消防設備内）

（グリストラップ年1)

項目 実施月                 業　 　　務 法令 　　 　内　　容


